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令和 7年度第 6回保障措置委員会（令和 7年 10月 17日）において、IAEAのランダム査察用資料の

不備が審議され、当該事象の再発防止のため、IAEAのランダム査察が実施される施設（JOYO、DCA、

FMF、JMTR）に対して水平展開が行われた。材料試験炉 JMTRにおいても、保障措置として実施され

る IAEAのランダム査察は当日朝の 2時間前通告により実施されるため、始業直後の限られた時間内で

正確な査察用資料を作成する必要がある。 

JMTRの当該査察においては、前回査察日から当該査察当日朝までの原子炉出口温度、入口温度及び

主ポンプ出力のグラフが提出すべき資料の一つとされており、これらのデータは原子炉の運転状態を示

す証拠として査察時に提出される。従来、このグラフは原子炉の情報収集システム（Centum）より情報

記録システム（Argus）に記録されたデータを居室に設置された専用 PCにおいて、一般ネットワークを

介さない専用システムによりデータを取得して作成していた。しかしながら、令和 7年 7月以降、Argus

システムの老朽化に伴う不調によりシステムが使用不能となった。当該システムは旧式であり、復旧に

ついては予算面からも困難であると判断された。このため、令和 7年 7月 18日に実施された IAEAに

よる JMTRのランダム査察では、査察日当日の朝に原子炉制御室においてCentumに表示したデータを

手動で Excelに 1時間 1点、転記することで、前回査察日から当該査察日までのグラフを作成した。し

かしながら、この方法では従来の 1分に 1点のデータを用いたグラフと比較してデータが粗く、原子炉

の運転状態を示す証拠としての信頼性が低い。また、手動での転記による作業であるため時間が掛かる

上に資料作成に誤りが生じる可能性もあり、この方法を継続することは保障措置対応の資料作成として

望ましくない。そこで、2時間前通告を受けた際に、迅速かつ確実に査察用グラフを作成できるよう、

資料作成用ソフトの開発を行った。また、Centum から原子炉データを取得する際にはコマンドプロン

プトを用いた操作が必要であるため、PC 操作に習熟していない担当者が年に 1 回程度のランダム査察

時に操作するには負担が大きい。このため、Centum からのデータ取得を容易にするデータ取り出し用

ソフトも併せて開発した。 
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At the 6th Safeguards Committee Meeting of FY2025 (17 October 2025), deficiencies in documents for 

IAEA random inspections were discussed, and, to prevent recurrence, countermeasures were shared with the 

following facilities where such inspections are conducted: JOYO, DCA, FMF, and JMTR. 

At JMTR, these inspections are conducted with only two hours’ advance notice, requiring accurate 

preparation of inspection documents within a limited time. One of the required documents is a set of graphs 

showing reactor outlet temperature, inlet temperature, and main pump output from the previous inspection 

date to the morning of the current inspection. These data are submitted as evidence of reactor operation. 

Previously, the graphs were created by retrieving data recorded in the Argus system from the reactor 

information acquisition system (Centum) using a dedicated PC isolated from the general network. However, 

since July 2025, the Argus system has become unusable due to aging-related malfunctions, and restoration 

was judged impractical. During the IAEA random inspection conducted on 18 July 2025, data displayed on 

Centum were manually transcribed into Excel at one-hour intervals to create the graphs. Compared with the 

previous method using one-minute interval data, this approach produces coarser data and reduces reliability 

as evidence of reactor operation. In addition, manual transcription is time-consuming and increases the risk 

of errors, making it unsuitable for safeguards-related document preparation.  

To address this issue, software was developed to enable rapid and reliable generation of inspection graphs 

upon receiving the two-hour prior notice. In addition, a data extraction support tool was developed to simplify 

Centum data retrieval, which otherwise requires command-line operations and can be burdensome for 

operators. 

 

Keywords: IAEA Safeguards, Random Inspection, JMTR, Reactor Operation Data, Inspection Document 

Preparation Software 
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1. はじめに 

 

令和 7年度第 6回保障措置委員会（令和 7年 10月 17日）において、IAEAランダム査察用資料の不

備（IAEA提出資料におけるデータの不足及び記載の誤り）が審議され、当該不適合の再発防止のため、

保障措置として IAEAのランダム査察が実施される施設（JOYO、DCA、FMF、JMTR）に対して水平展

開が行われた 1)。 

JMTRの保障措置として実施されるランダム査察は査察日当日朝の 2時間前通告により実施されるた

め、始業直後の限られた時間内に正確な査察用資料を作成する必要がある。JMTRのランダム査察にお

いては、前回査察時からランダム査察当日朝までの原子炉出口温度、入口温度及び一次系主ポンプ出力

のグラフが、提出すべき資料の一つとされている。 

従来、このグラフは原子炉の情報収集システム（Centum）より情報記録システム（Argus）に記録され

たデータを居室に設置された専用 PCから、一般ネットワークを介さないシステムを用いて取得し作成

していた。しかしながら、令和 7年 7月以降、Argusシステムの老朽化に伴う不調により使用不能とな

った。当該システムは旧式であり、復旧は予算面からも困難であると判断された。 

このため、令和 7年 7月 18日に実施された IAEAによる JMTRのランダム査察では、原子炉制御室

において Centumに表示したデータを手動で Excelに 1時間 1点、転記することで、求められる期間で

ある前回査察日午前 9時から当該査察日午前 9時までのグラフを作成した。しかしながら、この方法で

は従来の 1分に 1点のデータを用いたグラフと比較してデータが粗く、原子炉の稼働状態を示すエビデ

ンスとしての信頼性が低い。また、手動での転記による作業であるため資料作成に誤りが生じる可能性

もある。よって、この方法を継続することは保障措置のための資料作成として望ましくない。 

そこで、ランダム査察の 2時間前通告を受けた際に、当日朝に無理なく査察用グラフを作成できるよ

う、査察資料作成ソフトの開発を行った。また、Centumから原子炉データを取得する際にはコマンドプ

ロンプトを用いた操作が必要であるため、PC 操作に習熟していない担当者が年に 1 回程度のランダム

査察時に操作するには負担が大きい。このため、データ取得を容易にするためのデータ取り出し用ソフ

トも併せて作成した。 

 

 

2. JMTRランダム査察における提出資料 

 

2.1 ランダム査察の概要 

JMTRにおいて実施される IAEAの検認活動には、PIV（Physical Inventory Verification：実

在庫検認）、DIV（Design Information Verification：設計情報検認）及び RII（Random Interim 

Inspection：ランダム査察）がある。これらのうちランダム査察は、短時間の事前通告により

実施される査察であり、JMTRでは査察当日の朝、査察の 2時間前に通告される。 

ランダム査察では、前回査察以降の施設の運転状況や核物質管理状況の確認が行われる。

このため査察対応者は、通告を受けた後、査察に必要な資料を短時間で準備する必要がある。

査察資料には、査察スケジュール、燃料配置情報、封印情報等のほか、前回査察時以降の施
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設運転状況を示すトレンドデータが含まれる 2)。 

これらのデータは、査察中に原子炉の運転状態を確認するための資料として査察官に提示

する必要がある。 

 

2.2 提出が求められる運転データ 

JMTR のランダム査察においては、前回査察時から当該査察当日朝までの原子炉の運転状

況を示す資料として、原子炉出口入口温度及び一次系主ポンプの出力（電流値）のトレンド

データを査察用資料として提出する必要がある。これらのデータは、前回査察日（燃料ロー

ディング時の査察を除く）午前 9 時以降から査察日当日午前 9 時までの期間を対象として整

理される。 

これらの運転データは、原子炉情報収集システム Centumにより取得され、情報記録システ

ム Argus に記録され、一般ネットワークを介さない専用ネットワーク接続により施設管理用

専用 PC（Argus78）から参照する仕組みとなっていた。これを用い従来は、1分間隔で取得さ

れたデータを取得し、原子炉出口入口温度及び一次系主ポンプ出力（電流値）のトレンドデ

ータから査察用グラフを作成していた。Fig. 1に従来のランダム査察において提出していた原

子炉出口入口温度、Fig. 2に一次系主ポンプ出力のグラフの例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 従来のランダム査察時提出の原子炉出口入口温度グラフ例 

(対象期間 2022/11/11 9:00 ～ 2023/5/25 9:00) 
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Fig. 2 従来のランダム査察時提出の一次系主ポンプ出力グラフ例 

(対象期間 2022/11/11 9:00 ～ 2023/5/25 9:00) 

 

 

2.3 従来の運転データ資料作成方法 

従来、JMTR では原子炉の運転データを Centum により収集・表示し、そのデータを Argus

により記録していた。査察用資料の作成にあたっては、Argusの居室クライアント PC（Argus78）

上で原子炉制御室 Argus本体からデータを Exaquantum（プロセスデータベースに記録された

運転データを時系列データとして取得する Excelアドオン）を用いて Excelに取り込み、原子

炉出口入口温度及び一次系主ポンプ出力（電流値）のトレンドグラフを作成していた。Fig. 1

及び Fig. 2に示したグラフは、これらの手順により作成されたものである。  

 取得するデータは、原子炉の一次系出口配管温度及び一次系入口配管温度（Exaquantum 取

得コード 01_STN01）、並びに一次系主ポンプ出力（Exaquantum 取得コード 08_STN08）であ

り、前回査察日朝 9 時から当日朝 9 時までの期間を対象として取得していた。取得したデー

タを Excelに取り込み、トレンドグラフを作成し、査察用資料として印刷していた。査察の通

告を受けてから資料印刷までに要する時間は 30分程度であった。 

この方法では、Centumに記録された約 1分間隔の運転データを用いてグラフを作成するこ

とが可能であり、原子炉の運転状況を連続的に確認することができた。  

  

- 3 -

JAEA-Technology 2026-014



3. 従来システムの不具合と暫定対応 

 

3.1 データ取得システムの不具合 

 従来、JMTRでは原子炉の運転データをCentumにより収集・表示し、そのデータをArgusにより記

録していた。運転データを用いた査察用資料の作成にあたっては、Argus に記録されたデータを居室に

設置された一般ネットワークを介さない専用ネットワーク接続により施設管理用専用 PC（Argus78）か

ら取得し、これを用いてトレンドグラフを作成していた。 

しかしながら、令和 7年 7月 11日以降、Argusが不具合により起動不能となり、従来の方法ではデー

タを取得できなくなった。Argus 修復のためには二千万円を超える予算措置が必要であり、また、シス

テムの他の部分も老朽化しており、復旧は困難であると判断した。このため、査察用データの取得につ

いて、原子炉制御室においてCentumからデータを転記しグラフを作成する方式に変更した。 

 

3.2 Argus不具合に伴う前回査察時の暫定対応 

令和 7年 7 月 18 日に実施された IAEA による JMTR のランダム査察では、原子炉制御室の

Centumに表示した 1分間隔の運転データを 1時間に 1点を選択して Excelに手動で転記する

ことで、前回査察日から当該査察日までの原子炉出口入口温度のグラフ（Fig. 3）及び一次系

主ポンプ出力のグラフ（Fig. 4）を作成した。 

しかしながら、この方法では従来の約 1分間隔で取得されたデータを用いたグラフと比較してデータ

の時間分解能が低く、原子炉の稼働状態を示すエビデンスとしての信頼性が低い。また、手動での転記

による作業であるため資料作成に誤りが生じる可能性もあり、査察対応として望ましいとは言えず、最

適化が必要であった。 
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Fig. 3 2025年 7月 18日ランダム査察時提出の原子炉出口入口温度グラフ 

(対象期間 2025/5/22 9:00 ～ 2025/7/18 9:00) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4  2025年 7月 18日ランダム査察時提出の一次系主ポンプ出力グラフ 

(対象期間 2025/5/22 9:00 ～ 2025/7/18 9:00) 
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3.3 Centumデータ保存設定の変更と課題 

3.2節に示すとおり、Argus不具合により原子炉制御室においてCentumに表示した運転データを、手

作業で転記し資料を作成することで暫定的に対応したが、一方で、Centum のデータ保存期間の設定は

Argusに長期のバックアップデータが保存されていることを前提としていたため、短いことが判明した。

このため査察に必要な期間のデータを保存する目的で、Centumのデータ保存の設定を、1分間隔で取得

したデータを 2年間保存するように変更した。しかしながら、この設定変更時点で既に令和 7年 7月 31

日以前のデータはCentumから取得できない状態となっていた。この為、次回査察時には、既にCSV形

式でローカルに保存していた令和 7年 7月 18日から 7月 31日までのデータと、Centumから新たに取

得するデータを接続し、前回査察日から査察日当日までの期間を連続したグラフとして作成する必要が

ある。これらの状況に対応するため、Centum から取得したデータを用いて連続した査察用グラフを作

成するソフトウェアを開発するとともに、既存の令和 7年 7月 18日から 7月 31日までの運転データと

Centum から取得した運転データを合成してグラフを作成する機能を備えた査察資料作成ソフトを作成

することとした。 

 

 

4. 査察資料作成ソフトの開発 

 

4.1 開発方針 

Argusの不具合により、従来の方法では査察用グラフを作成することができなくなったため、Centum

から取得した運転データを用いて査察用グラフを作成する必要が生じた。しかし、データ取得及びグラ

フ作成を手作業で行う方法では、作業時間の増加や入力ミスの可能性があり、査察資料作成方法として

最適なものではなかった。 

そこで、機械室の端末から取得した Centumの運転データを用いて査察用グラフを自動的に作成する

ソフトウェアを開発した。本ソフトウェアは、査察時に必要となる原子炉出口入口温度及び一次系主ポ

ンプ出力のトレンドグラフを迅速に作成することを目的とした。 

また、Centum から運転データを取得する際にはコマンドライン操作が必要となるため、容易に操作

できるような補助ツールも併せて作成した。 

 

4.2 ソフトウェア構成 

当該ソフトウェアは開発言語として Pythonを用い、グラフィカルユーザーインタフェース(GUI)には

Tkinter、グラフ描画にはMatplotlib、データ処理には Pandasのライブラリを使用した。 

なお、運用時には Python環境を必要としないよう実行形式のプログラムとして配布した。 

今回作成したソフトウェアは以下の 3つのツールから構成される。 

 

1.査察用グラフ作成ソフト（通常版） 

2.査察用グラフ作成ソフト（暫定版） 

3.Centumデータ取得補助ツール 
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査察用グラフ作成ソフトは、Centum から取得した運転データを読み込み、査察用のトレンドグラフ

を作成する機能を有する。また、暫定版ソフトは、Centumのデータ保存条件変更により取得できなくな

った期間のデータを補完するための機能を備えている。Fig. 5に本ソフトウェアの構成を示す。 

 

 

 

 

 

Fig. 5 ソフトウェア構成図 
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4.3 査察用グラフ作成ソフト（通常版） 

査察用グラフ作成ソフト（通常版）は、Centumから取得した運転データ（原子炉出口入口

温度及び一次系主ポンプ出力）を読み込み、査察用のトレンドグラフを作成するソフトウェ

アである。 

本ソフトでは、取得した運転データから日時情報及び測定値を抽出し、時系列データとし

て整理した後、以下の 2種類のグラフを作成する。 

• 原子炉入口温度及び出口温度のトレンドグラフ 

• 一次系主ポンプ出力（No.1～No.4）のトレンドグラフ 

グラフ作成にあたっては、運転データに含まれる日時情報を基に時系列順にデータを整理

し、対象となる測定値を抽出してトレンドグラフとして描画する。作成したグラフは画面上

に表示するとともに、保存することが可能である。  

また、ユーザーが作成するグラフの種類を選択できる GUIを備えており、査察対応時に必

要なグラフを簡便な操作で作成することができる。さらに、入力されたデータの内容を確認

し、対象とする測定項目が含まれていない場合にはエラーメッセージを表示する機能を設け

ており、誤ったデータを用いてグラフを作成することを防止している。 

 

4.4 査察用グラフ作成ソフト（暫定版） 

Centumのデータ保存設定変更により、令和 7年 7月 31日以前の一部期間の運転データは

Centumから取得できない状況が生じた。このため、既に保存されていた令和 7年 7月 18日

から 7月 31日までの運転データと、Centumから取得した運転データを合成してグラフを作成

する必要があった。そこで、暫定対応として、既存の令和 7年 7月 18日から 7月 31日までの

運転データを自動的に読み込み、Centumから取得した運転データと合成してトレンドグラ

フを作成するソフトを作成した。 

本ソフトでは、保存されている運転データと Centumから取得した運転データを読み込

み、それぞれの日時情報を基に時系列データとして整理する。その後、両者を時系列順に結

合することで連続した運転履歴を作成し、これを用いて原子炉出口入口温度及び一次系主ポ

ンプ出力(電流値)のトレンドグラフを作成する。 

これにより、Centumに保存されていない期間のデータを含めた連続した運転履歴をグラ

フとして表示することで、査察の為に必要なデータを補完して資料を作成することが可能と

なった。 

 

4.5 Centumデータ取得補助ツール 

Centumから運転データを取得するためには、Centumに付属するコマンドラインツールを

用いてデータ取得を行う必要がある。しかし、この操作には日時指定などのパラメータ入力

が必要であり、操作に習熟していない担当者にとっては負担となる場合がある。  

そこで、データ取得作業を容易にするため、コマンドラインツールを GUIから実行する

補助ツールを作成した。本ツールでは、取得したい期間の開始日時及び終了日時を入力する

ことで、指定した期間の運転データを取得することができる。  
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また、開始日時と終了日時の整合性を確認する入力チェック機能を備えており、誤った日

時指定によるデータ取得を防止している。 

この補助ツールにより、Centumからの運転データ取得作業を GUI操作により簡便に実施す

ることが可能となった。 

 

 

5. 作成結果及び評価 

 

5.1 グラフ作成結果の比較   

本研究で開発した査察用グラフ作成ソフトを用いて作成した原子炉出口入口温度を Fig. 6に、一次系

主ポンプ出力のグラフを Fig. 7 に示す。本ソフトでは、Centumから取得した運転データを用いてトレ

ンドグラフをArgusシステム故障前と同様に約1分間隔のデータに基づいて自動的にグラフを作成する

ことが可能である。 

また、グラフ作成に要する作業時間についても改善が確認された。従来の方法では、Argus システム

からデータを取得しグラフを作成するまでに約 30分程度を要していた。また、Argusシステムが使用で

きなくなった後に実施した手入力による方法では、Centumから取得したデータを Excelに転記してグラ

フを作成する必要があり、作業時間は約 1時間以上となっていた。一方、今回開発した査察用グラフ作

成ソフトを用いた場合は、データを読み込んでグラフを作成する操作のみのため、数分程度で正確な査

察用グラフを作成することが可能となった。Table 1に査察用グラフ作成方法における、従来手法、暫定

対応及び開発した手法の分解能及び作業時間の比較を示す。 

以上より、本ソフトを用いることで、Argus 故障前のグラフと同等の時間分解能を有するトレンドグ

ラフをより短時間で作成できるようになった。 

 

 

 

Table 1 査察用グラフ作成方法における分解能及び作業時間の比較 

 

 

 

  

データ数(分解能) 作成に必要な作業時間 グラフ作成例

Argus故障前 1分に1回 30分程度 Fig.1, Fig.2

暫定対応時 1時間に1回 1時間以上 Fig.3, Fig.4

開発ソフト 1分に1回 数分 Fig.6, Fig.7
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Fig. 6 開発した査察用グラフ作成ソフトで作成した原子炉出口入口温度グラフ 

(対象期間 2025/7/18 9:00 ～ 2026/3/6 9:00) 

 

 
Fig. 7 開発した査察用グラフ作成ソフトで作成した一次系主ポンプ出力グラフ 

(対象期間 2025/7/18 9:00 ～ 2026/3/6 9:00) 
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6. まとめ 

 

Argus の不具合により、従来の方法ではランダム査察用の原子炉運転データのトレンドグ

ラフを作成することができなくなった。このため、Centumから取得した運転データを用いて

査察用グラフを作成するソフトウェアを開発した。  

開発したソフトでは、原子炉出口入口温度及び一次系主ポンプ出力(電流値)のトレンドグ

ラフを自動的に作成することができ、従来と同様に約 1 分間隔のデータに基づくグラフを作

成することが可能となった。また、Centumからの運転データ取得を容易にする補助ツールも

併せて作成した。さらに、Centumのデータ保存設定変更時に取得できなくなった期間のデー

タについては、保存済みの運転データを利用して補完する暫定版ソフトを作成し、連続した

運転履歴をグラフとして作成できるようにした。 

本ソフトを用いることで、査察用グラフ作成に要する作業時間は、Argus故障前の従来方式

の約 30 分、及びそれ以後の手入力方式による約 1 時間から、数分程度まで大幅に短縮され

た。2 時間前通告である JMTR のランダム査察の資料作成において、時間の限られた中で誰

でも正確な資料を短時間で作成可能となった意義は大きい。本ソフトは Pythonで記載されて

おり、今後 PC等を更新した際も新たな環境への移行が容易となった。 

なお、開発したソフトウェアの使用方法を付録 1に、ソースコードを付録 2に示す。 
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付録 1 査察資料作成ソフトの使用方法 

 

本研究で開発した査察資料作成ソフトは、Centumから取得した原子炉運転データを用いて、

査察用のトレンドグラフを作成するためのソフトウェアである。本付録では、査察資料作成

ソフト及び Centumデータ取得補助ツールの基本的な使用方法について示す。  

 

A1.1 査察用グラフ作成ソフト 

査察用グラフ作成ソフトを起動すると、メインメニューが表示される。メインメニューで

は、作成するグラフの種類を選択することができる。 

表示される主な項目は以下のとおりである。 

• 入口・出口温度グラフ 

• 主ポンプ電流値グラフ 

 

 
 

 

作成するグラフを選択すると、対象となる運転データを選択するためのファイル選択画面

が表示される。ここで Centumから取得した運転データを指定すると、データの読み込み及び

処理が行われ、トレンドグラフが作成される。 
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作成されたグラフは画面上に表示され、ツールバーの保存ボタンを用いて PDF形式で保存

することができる。 

 

A1.2 暫定版ソフト 

暫定版ソフトは、Centumのデータ保存設定変更により取得できない期間の運転データを補

完するために作成したものである。 

本ソフトでは、Centumから取得した運転データを読み込むとともに、あらかじめ保存して

ある補完用の運転データを自動的に読み込み、両者を時系列順に結合した上でトレンドグラ

フを作成する。 

操作方法は通常版ソフトと同様であり、作成するグラフの種類を選択した後、対象となる

運転データを指定することでグラフを作成することができる。  

保存ボタン 
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A1.3 Centumデータ取得補助ツール 

Centum データ取得補助ツールは、Centum のデータ取得コマンドを GUI から実行するため

の補助ツールである。 

本ツールを起動すると、データ取得期間を指定するための入力画面が表示される。開始日

時及び終了日時を入力し実行ボタンを押すことで、指定した期間の運転データを取得するこ

とができる。 

取得したデータは、査察資料作成ソフトに入力することでトレンドグラフの作成に使用す

ることができる。 
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付録 2 ソースコード 

本研究で開発したソフトウェアのソースコード（Python）を示す。 

（Python 3.12.10にて動作確認） 

 

本付録には、以下のソースコードを掲載する。 

1. 査察用グラフ作成ソフト（通常版） 

2. 査察用グラフ作成ソフト（暫定版） 

3. Centumデータ取得補助ツール 
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１．査察用グラフ作成ソフト（通常版）ソースコード 

 

import pandas as pd 

import matplotlib.pyplot as plt 

from matplotlib.backends.backend_tkagg import FigureCanvasTkAgg, 

NavigationToolbar2Tk 

import matplotlib.backends.backend_pdf 

import matplotlib.dates as mdates 

from datetime import timedelta 

import tkinter as tk 

from tkinter import filedialog, messagebox 

import os 

import sys 

 

class InspectionApp(tk.Tk): 

    def __init__(self): 

        tk.Tk.__init__(self) 

        self.title("Inspection Graph Viewer") 

        self.geometry("1000x750") 

        self.configure(bg="#f0f0f0") 

        self.resizable(True, True) 

        self.main_menu() 

        self.protocol("WM_DELETE_WINDOW", self.on_close) 

 

    def on_close(self): 

        self.destroy() 

        sys.exit(0) 

 

    def main_menu(self): 

        for widget in self.winfo_children(): 

            widget.destroy() 

 

        tk.Label( 

            self, 

            text="IAEA査察用グラフ作成ソフト", 

            font=("Meiryo UI", 20, "bold"), 

            bg="#f0f0f0" 

        ).pack(pady=60) 
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        tk.Button( 

            self, 

            text="入口・出口温度グラフ", 

            font=("Meiryo UI", 13), 

            width=30, 

            height=2, 

            command=self.show_inlet_outlet_graph 

        ).pack(pady=20) 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="主ポンプ電流値グラフ", 

            font=("Meiryo UI", 13), 

            width=30, 

            height=2, 

            command=self.show_main_pump_graph 

        ).pack(pady=20) 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="終了", 

            font=("Meiryo UI", 12), 

            width=20, 

            command=self.on_close 

        ).pack(pady=40) 

 

    def select_csv_file(self, expected_text, description): 

        while True: 

            file_path = filedialog.askopenfilename( 

                title=u"{} の CSV フ ァ イ ル を 選 択 し て く だ さ い

".format(description), 

                filetypes=[("CSV files", "*.csv"), ("All files", "*.*")]  

            ) 

 

            if not file_path: 

                return None 
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            try: 

                df_check = pd.read_csv(file_path, header=None, encoding="shift_jis", 

nrows=10) 

                cell_value = str(df_check.iat[5, 7]) 

            except Exception as e: 

                messagebox.showerror("エラー", "ファイル確認中にエラーが発生

しました。¥n¥n{}".format(e)) 

                continue 

 

            if cell_value == expected_text: 

                return file_path 

            else: 

                messagebox.showerror( 

                    "ファイルエラー", 

                    "この CSVファイルは正しい {} データではありません。¥n" 

                    "（8列 6行目が '{}' ではありません）¥n¥n" 

                    "正しいファイルを選択してください。".format(description, 

expected_text) 

                ) 

 

    def show_inlet_outlet_graph(self): 

        file_path = self.select_csv_file("原子炉      出口温度", "入口・出口温度") 

        if not file_path: 

            return 

 

        df = pd.read_csv(file_path, header=None, encoding="shift_jis")  

        data = df.iloc[13:, [2, 3, 6, 7]].copy() 

        data.columns = ["Date", "Time", "Inlet_Temp", "Outlet_Temp"] 

 

        data["Datetime"] = pd.to_datetime( 

            data["Date"].astype(str) + " " + data["Time"].astype(str),  

            errors="coerce" 

        ) 

        data["Inlet_Temp"] = pd.to_numeric(data["Inlet_Temp"], errors="coerce") 

        data["Outlet_Temp"] = pd.to_numeric(data["Outlet_Temp"], errors="coerce")  

        data = data.dropna(subset=["Datetime", "Inlet_Temp", "Outlet_Temp"])  

 

        self.plot_graph( 
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            data, 

            x="Datetime", 

            y_cols=["Inlet_Temp", "Outlet_Temp"], 

            labels=["Inlet Temperature", "Outlet Temperature"], 

            ylabel="Temperature (°C)", 

            title="Inlet and Outlet Temperature vs Date", 

            file_path=file_path 

        ) 

 

    def show_main_pump_graph(self): 

        file_path = self.select_csv_file("No.1 主循環 P 電流", "主ポンプ電流値") 

        if not file_path: 

            return 

 

        df = pd.read_csv(file_path, header=None, encoding="shift_jis")  

        data = df.iloc[13:, [2, 3, 7, 8, 9, 10]].copy() 

        data.columns = ["Date", "Time", "Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"] 

 

        data["Datetime"] = pd.to_datetime( 

            data["Date"].astype(str) + " " + data["Time"].astype(str),  

            errors="coerce" 

        ) 

        for col in ["Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"]: 

            data[col] = pd.to_numeric(data[col], errors="coerce") 

        data = data.dropna(subset=["Datetime", "Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"]) 

 

        self.plot_graph( 

            data, 

            x="Datetime", 

            y_cols=["Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"], 

            labels=["No.1 Main Pump", "No.2 Main Pump", "No.3 Main Pump", "No.4 

Main Pump"], 

            ylabel="Current (A)", 

            title="Main Pump Current vs Date", 

            file_path=file_path 

        ) 

 

    def plot_graph(self, data, x, y_cols, labels, ylabel, title, file_path):  
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        for widget in self.winfo_children(): 

            widget.destroy() 

 

        fig, ax = plt.subplots(figsize=(10, 5), dpi=100) 

 

        xmin = data[x].min() 

        xmax = data[x].max() 

        ymax = max(data[col].max() for col in y_cols) + 5 

 

        for col, label in zip(y_cols, labels): 

            ax.plot(data[x], data[col], label=label, linewidth=1.5) 

 

        ax.set_xlabel("Date") 

        ax.set_ylabel(ylabel) 

        ax.set_title(title) 

        ax.set_ylim(bottom=0, top=ymax) 

        ax.set_xlim(left=xmin, right=xmax) 

 

        tick_interval = 10 

        xticks = [] 

        current = xmin 

        while current <= xmax: 

            xticks.append(current) 

            current += timedelta(days=tick_interval) 

        ax.set_xticks(xticks) 

        ax.xaxis.set_major_formatter(mdates.DateFormatter("%Y-%m-%d")) 

        fig.autofmt_xdate() 

 

        ax.legend() 

        ax.grid(True) 

        plt.tight_layout() 

 

        canvas = FigureCanvasTkAgg(fig, master=self) 

        canvas.draw() 

        canvas.get_tk_widget().pack(fill=tk.BOTH, expand=True, padx=10, pady=10) 

 

        toolbar_frame = tk.Frame(self) 

        toolbar_frame.pack(fill=tk.X) 

- 21 -

JAEA-Technology 2026-014



        toolbar = NavigationToolbar2Tk(canvas, toolbar_frame) 

        toolbar.update() 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="メインメニューに戻る", 

            font=("Meiryo UI", 12), 

            width=25, 

            height=2, 

            command=self.main_menu 

        ).pack(pady=10) 

 

        plt.rcParams["savefig.directory"] = os.path.dirname(file_path) 

        plt.rcParams["savefig.format"] = "pdf" 

 

 

if __name__ == "__main__": 

    app = InspectionApp() 

    app.mainloop() 

 

 

２．査察用グラフ作成ソフト（暫定版）ソースコード 

 

import matplotlib.backends.backend_pdf 

import pandas as pd 

import matplotlib.pyplot as plt 

from matplotlib.backends.backend_tkagg import FigureCanvasTkAgg, NavigationToolbar2Tk 

import matplotlib.dates as mdates 

from datetime import timedelta 

import tkinter as tk 

from tkinter import filedialog, messagebox 

import os 

import sys 

 

 

def clean_df(df): 

    return df.map(lambda x: str(x).strip() if isinstance(x, str) else x)  
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def load_extra_inletoutlet(): 

    exe_dir = os.path.dirname(os.path.abspath(sys.argv[0])) 

    path = os.path.join(exe_dir, "TG3302_251106_追記用データ_20250718-20250731.csv") 

 

    if not os.path.exists(path): 

        raise FileNotFoundError("追記データファイルがありません: " + path) 

 

    return pd.read_csv(path, header=None, encoding="shift_jis")  

 

 

def load_extra_pump(): 

    exe_dir = os.path.dirname(os.path.abspath(sys.argv[0])) 

    path = os.path.join(exe_dir, "TG3303_251106_追記用データ_20250718-20250731.csv") 

 

    if not os.path.exists(path): 

        raise FileNotFoundError("追記データファイルがありません: " + path) 

 

    return pd.read_csv(path, header=None, encoding="shift_jis")  

 

 

def build_inletoutlet_data_and_temp(main_csv_path): 

    extra = load_extra_inletoutlet() 

    extra = clean_df(extra) 

 

    mask = extra.iloc[:, 0].notna() & extra.iloc[:, 1].notna() 

    extra = extra[mask].copy() 

    mask2 = (extra.iloc[:, 0] != "") & (extra.iloc[:, 1] != "") 

    extra = extra[mask2].copy() 

 

    extra_dt = pd.to_datetime( 

        extra.iloc[:, 0].astype(str) + " " + extra.iloc[:, 1].astype(str),  

        errors="coerce" 

    ) 

    extra = extra[extra_dt.notna()].copy() 

    extra_dt = extra_dt[extra_dt.notna()] 

 

    extra_in = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 4], errors="coerce") 
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    extra_out = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 5], errors="coerce") 

 

    extra_plot = pd.DataFrame({ 

        "Datetime": extra_dt, 

        "Inlet": extra_in, 

        "Outlet": extra_out, 

    }) 

 

    main_df = pd.read_csv(main_csv_path, header=None, encoding="shift_jis")  

    main_df = clean_df(main_df) 

 

    data_rows = main_df[main_df.iloc[:, 0] == "D"].copy() 

 

    main_dt = pd.to_datetime( 

        data_rows.iloc[:, 2].astype(str) + " " + data_rows.iloc[:, 3].astype(str),  

        errors="coerce" 

    ) 

    main_in = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 6], errors="coerce") 

    main_out = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 7], errors="coerce") 

 

    main_plot = pd.DataFrame({ 

        "Datetime": main_dt, 

        "Inlet": main_in, 

        "Outlet": main_out, 

    }) 

 

    plot_df = pd.concat([extra_plot, main_plot], ignore_index=True) 

    plot_df = plot_df.dropna(subset=["Datetime", "Inlet", "Outlet"])  

    plot_df = plot_df.sort_values("Datetime").reset_index(drop=True) 

 

    exe_dir = os.path.dirname(os.path.abspath(sys.argv[0])) 

    temp_path = os.path.join(exe_dir, "__temp_inletoutlet.csv") 

 

    labels = main_df.iloc[:13, :].copy() 

    main_cols = main_df.shape[1] 

 

    extra_rows = [] 

    for i in range(len(extra_dt)): 
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        row = [""] * main_cols 

        row[0] = "D" 

        row[1] = data_rows.iloc[0, 1] 

        row[2] = extra_dt.iloc[i].strftime("%Y/%m/%d") 

        row[3] = extra_dt.iloc[i].strftime("%H:%M:%S") 

        row[6] = extra_in.iloc[i] 

        row[7] = extra_out.iloc[i] 

        extra_rows.append(row) 

 

    extra_df_for_csv = pd.DataFrame(extra_rows) 

 

    temp_csv = pd.concat( 

        [labels, extra_df_for_csv, data_rows], 

        ignore_index=True 

    ) 

 

    temp_csv = temp_csv.dropna(how="all") 

    temp_csv = temp_csv[(temp_csv != "").any(axis=1)] 

 

    temp_csv.to_csv(temp_path, index=False, header=False, encoding="shift_jis", errors="ignore")  

 

    return plot_df 

 

 

def build_pump_data_and_temp(main_csv_path): 

    extra = load_extra_pump() 

    extra = clean_df(extra) 

 

    mask = extra.iloc[:, 0].notna() & extra.iloc[:, 1].notna() 

    extra = extra[mask].copy() 

    mask2 = (extra.iloc[:, 0] != "") & (extra.iloc[:, 1] != "") 

    extra = extra[mask2].copy() 

 

    extra_dt = pd.to_datetime( 

        extra.iloc[:, 0].astype(str) + " " + extra.iloc[:, 1].astype(str),  

        errors="coerce" 

    ) 

    extra = extra[extra_dt.notna()].copy() 
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    extra_dt = extra_dt[extra_dt.notna()] 

 

    extra_p1 = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 5], errors="coerce") 

    extra_p2 = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 6], errors="coerce") 

    extra_p3 = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 7], errors="coerce") 

    extra_p4 = pd.to_numeric(extra.iloc[:, 8], errors="coerce") 

 

    extra_plot = pd.DataFrame({ 

        "Datetime": extra_dt, 

        "Pump1": extra_p1, 

        "Pump2": extra_p2, 

        "Pump3": extra_p3, 

        "Pump4": extra_p4, 

    }) 

 

    main_df = pd.read_csv(main_csv_path, header=None, encoding="shift_jis")  

    main_df = clean_df(main_df) 

 

    data_rows = main_df[main_df.iloc[:, 0] == "D"].copy() 

 

    main_dt = pd.to_datetime( 

        data_rows.iloc[:, 2].astype(str) + " " + data_rows.iloc[:, 3].astype(str),  

        errors="coerce" 

    ) 

 

    main_p1 = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 7], errors="coerce") 

    main_p2 = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 8], errors="coerce") 

    main_p3 = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 9], errors="coerce") 

    main_p4 = pd.to_numeric(data_rows.iloc[:, 10], errors="coerce") 

 

    main_plot = pd.DataFrame({ 

        "Datetime": main_dt, 

        "Pump1": main_p1, 

        "Pump2": main_p2, 

        "Pump3": main_p3, 

        "Pump4": main_p4, 

    }) 
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    plot_df = pd.concat([extra_plot, main_plot], ignore_index=True) 

    plot_df = plot_df.dropna(subset=["Datetime", "Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"]) 

    plot_df = plot_df.sort_values("Datetime").reset_index(drop=True) 

 

    exe_dir = os.path.dirname(os.path.abspath(sys.argv[0])) 

    temp_path = os.path.join(exe_dir, "__temp_pump.csv") 

 

    labels = main_df.iloc[:3, :].copy() 

    main_cols = main_df.shape[1] 

 

    extra_rows = [] 

    for i in range(len(extra_dt)): 

        row = [""] * main_cols 

        row[0] = "D" 

        row[1] = data_rows.iloc[0, 1] 

        row[2] = extra_dt.iloc[i].strftime("%Y/%m/%d") 

        row[3] = extra_dt.iloc[i].strftime("%H:%M:%S") 

        row[7] = extra_p1.iloc[i] 

        row[8] = extra_p2.iloc[i] 

        row[9] = extra_p3.iloc[i] 

        row[10] = extra_p4.iloc[i] 

        extra_rows.append(row) 

 

    extra_df_for_csv = pd.DataFrame(extra_rows) 

 

    temp_csv = pd.concat( 

        [labels, extra_df_for_csv, data_rows], 

        ignore_index=True 

    ) 

 

    temp_csv = temp_csv.dropna(how="all") 

    temp_csv = temp_csv[(temp_csv != "").any(axis=1)] 

    temp_csv.to_csv(temp_path, index=False, header=False, encoding="shift_jis", errors="ignore")  

 

    return plot_df 

 

 

class InspectionApp(tk.Tk): 
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    def __init__(self): 

        super().__init__() 

        self.title("Inspection Graph Maker (with extra data)") 

        self.geometry("1000x750") 

        self.configure(bg="#f0f0f0") 

        self.resizable(True, True) 

        self.protocol("WM_DELETE_WINDOW", self.on_close) 

        self.main_menu() 

 

    def on_close(self): 

        self.destroy() 

        sys.exit(0) 

 

    def main_menu(self): 

        for w in self.winfo_children(): 

            w.destroy() 

 

        tk.Label( 

            self, 

            text="IAEA 査察用グラフ作成ソフト（7月データ自動追記版）", 

            font=("Meiryo UI", 18, "bold"), 

            bg="#f0f0f0" 

        ).pack(pady=(40, 10)) 

 

        warning_text = ( 

            "機械室から取り出したデータには 2025/7/18～2025/7/31 のデータが含まれま

せん。¥n" 

            "取り出したデータに 2025/7/18～2025/7/31 のデータを自動追記する次回ラン

ダム査察までの暫定版ソフトです。¥n" 

            "¥n" 

            "次回ランダム査察以降は通常版を使用してください。" 

        ) 

 

        tk.Label( 

            self, 

            text=warning_text, 

            font=("Meiryo UI", 11), 

            bg="#f0f0f0", 
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            fg="#aa0000", 

            justify="center" 

        ).pack(pady=(0, 30)) 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="入口・出口温度グラフ", 

            font=("Meiryo UI", 13), 

            width=30, 

            height=2, 

            command=self.show_inlet_outlet 

        ).pack(pady=20) 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="主ポンプ電流値グラフ", 

            font=("Meiryo UI", 13), 

            width=30, 

            height=2, 

            command=self.show_main_pump 

        ).pack(pady=20) 

 

        tk.Button( 

            self, 

            text="終了", 

            font=("Meiryo UI", 12), 

            width=20, 

            command=self.on_close 

        ).pack(pady=40) 

 

    def draw_graph(self, df, x_col, y_cols, labels, ylabel, title, allow_negative=False):  

        for w in self.winfo_children(): 

            w.destroy() 

 

        fig, ax = plt.subplots(figsize=(10, 5), dpi=100) 

 

        xmin = df[x_col].min() 

        xmax = df[x_col].max() 
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        y_min = min(df[col].min() for col in y_cols) 

        y_max = max(df[col].max() for col in y_cols) 

 

        y_upper = y_max + 5 

 

        if allow_negative and y_min < 0: 

            y_lower = y_min - 5 

        else: 

            y_lower = 0 

 

        xticks = [] 

        cur = xmin 

        while cur <= xmax: 

            xticks.append(cur) 

            cur += timedelta(days=10) 

 

        for col, lab in zip(y_cols, labels): 

            ax.plot(df[x_col], df[col], label=lab, linewidth=1.5) 

 

        ax.set_xlabel("Date") 

        ax.set_ylabel(ylabel) 

        ax.set_title(title) 

        ax.set_ylim(y_lower, y_upper) 

        ax.set_xlim(xmin, xmax) 

        ax.set_xticks(xticks) 

        ax.xaxis.set_major_formatter(mdates.DateFormatter("%Y-%m-%d")) 

        fig.autofmt_xdate() 

        ax.grid(True) 

        ax.legend() 

 

        canvas = FigureCanvasTkAgg(fig, master=self) 

        canvas.draw() 

        canvas.get_tk_widget().pack(fill=tk.BOTH, expand=True, padx=10, pady=10) 

 

        toolbar_frame = tk.Frame(self) 

        toolbar_frame.pack(fill=tk.X) 

        NavigationToolbar2Tk(canvas, toolbar_frame) 
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        tk.Button( 

            self, 

            text="メインメニューに戻る", 

            font=("Meiryo UI", 12), 

            width=25, 

            height=2, 

            command=self.main_menu 

        ).pack(pady=10) 

 

        plt.rcParams["savefig.directory"] = os.getcwd() 

        plt.rcParams["savefig.format"] = "pdf" 

 

    def show_inlet_outlet(self): 

        file_path = filedialog.askopenfilename( 

            title="入口・出口温度の CSVファイルを選択", 

            filetypes=[("CSV files", "*.csv")] 

        ) 

        if not file_path: 

            return 

 

        try: 

            df = build_inletoutlet_data_and_temp(file_path) 

        except Exception as e: 

            messagebox.showerror("エラー", str(e)) 

            return 

 

        self.draw_graph( 

            df, "Datetime", 

            ["Inlet", "Outlet"], 

            ["Inlet Temp", "Outlet Temp"], 

            "Temperature (°C)", 

            "Inlet / Outlet Temperature", 

            allow_negative=False 

        ) 

 

    def show_main_pump(self): 

        file_path = filedialog.askopenfilename( 
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            title="主ポンプ電流値の CSVファイルを選択", 

            filetypes=[("CSV files", "*.csv")] 

        ) 

        if not file_path: 

            return 

 

        try: 

            df = build_pump_data_and_temp(file_path) 

        except Exception as e: 

            messagebox.showerror("エラー", str(e)) 

            return 

 

        self.draw_graph( 

            df, "Datetime", 

            ["Pump1", "Pump2", "Pump3", "Pump4"], 

            ["No.1 Pump", "No.2 Pump", "No.3 Pump", "No.4 Pump"], 

            "Current (A)", 

            "Main Pump Current", 

            allow_negative=True 

        ) 

 

 

if __name__ == "__main__": 

    app = InspectionApp() 

    app.mainloop() 
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３．Centumデータ取得補助ツールのソースコード 

 

import subprocess 

import tkinter as tk 

from tkinter import messagebox 

from datetime import datetime 

import tkinter.font as tkFont 

 

EXE_PATH = r"C:¥CentumVP¥program¥BKHTrCSV.exe" 

 

 

def run_commands(): 

    try: 

        sy = int(start_year.get()) 

        sm = int(start_month.get()) 

        sd = int(start_day.get()) 

        sh = int(start_hour.get()) 

        smin = int(start_min.get()) 

 

        ey = int(end_year.get()) 

        em = int(end_month.get()) 

        ed = int(end_day.get()) 

        eh = int(end_hour.get()) 

        emin = int(end_min.get()) 

 

        start_dt = datetime(sy, sm, sd, sh, smin) 

        end_dt   = datetime(ey, em, ed, eh, emin) 

 

        if start_dt >= end_dt: 

            messagebox.showwarning( 

                "入力エラー", 

                "開始日時が終了日時以降になっています。¥n¥n" 

                "開始日時 ＜ 終了日時 となるように入力してください。" 

            ) 

            return 

 

        start_str = start_dt.strftime("%m%d%H%M%Y") 
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        end_str   = end_dt.strftime("%m%d%H%M%Y") 

 

        end_prefix = end_dt.strftime("%Y%m%d") 

 

        commands = [ 

            [EXE_PATH, "-l", "-t", start_str, end_str, 

             "-F", f"{end_prefix}_TG3302_Inlet_Outlet.csv", "3302"], 

 

            [EXE_PATH, "-l", "-t", start_str, end_str, 

             "-F", f"{end_prefix}_TG3302_MainPump.csv", "3303"], 

        ] 

 

        log_text.delete("1.0", tk.END) 

 

        for cmd in commands: 

            log_text.insert(tk.END, "実行: " + " ".join(cmd) + "¥n") 

            subprocess.run(cmd, shell=True) 

            log_text.insert(tk.END, " → 完了¥n¥n") 

 

        messagebox.showinfo("完了", "CSV出力が完了しました。") 

 

    except Exception as e: 

        messagebox.showerror("エラー", str(e)) 

 

 

root = tk.Tk() 

root.title("CENTUM VP 査察用 File取得ツール") 

 

bigfont = tkFont.Font(size=14) 

root.option_add("*Font", bigfont) 

 

YEAR_W = 4 

MDHM_W = 2 

PAD_SMALL = 1 

 

frame_start = tk.Frame(root) 

frame_start.pack(anchor="w", padx=5, pady=5) 

 

- 34 -

JAEA-Technology 2026-014



tk.Label(frame_start, text="開始").pack(side="left", padx=(0, 10)) 

 

start_year = tk.Entry(frame_start, width=YEAR_W) 

start_year.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_start, text="年").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

start_month = tk.Entry(frame_start, width=MDHM_W) 

start_month.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_start, text="月").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

start_day = tk.Entry(frame_start, width=MDHM_W) 

start_day.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_start, text="日").pack(side="left", padx=(10, PAD_SMALL)) 

 

start_hour = tk.Entry(frame_start, width=MDHM_W) 

start_hour.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_start, text="時").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

start_min = tk.Entry(frame_start, width=MDHM_W) 

start_min.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_start, text="分").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

frame_end = tk.Frame(root) 

frame_end.pack(anchor="w", padx=5, pady=5) 

 

tk.Label(frame_end, text="終了").pack(side="left", padx=(0, 10)) 

 

end_year = tk.Entry(frame_end, width=YEAR_W) 

end_year.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_end, text="年").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

end_month = tk.Entry(frame_end, width=MDHM_W) 

end_month.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_end, text="月").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

end_day = tk.Entry(frame_end, width=MDHM_W) 

end_day.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_end, text="日").pack(side="left", padx=(10, PAD_SMALL)) 
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end_hour = tk.Entry(frame_end, width=MDHM_W) 

end_hour.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_end, text="時").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

end_min = tk.Entry(frame_end, width=MDHM_W) 

end_min.pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

tk.Label(frame_end, text="分").pack(side="left", padx=(0, PAD_SMALL)) 

 

run_button = tk.Button( 

    root, 

    text="実行", 

    command=run_commands, 

    width=18, 

    bg="#0078D7", 

    fg="white" 

) 

run_button.pack(pady=12) 

 

log_text = tk.Text(root, width=80, height=10) 

log_text.pack(padx=5, pady=5) 

 

root.mainloop() 
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